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1. はじめに 

CsIシンチレータの放射化を用いた中性子束

測定法では、シンチレータ中に生成される

134mCsからの内部転換電子と 128Iからの β線を

シンチレータ自身で測定し、得られた放射能か

ら中性子束を求める。このうち 134mCsから放出

される内部転換電子は、128 keVのピークとし

てほぼ 100%の効率で計数されることが特長で

ある。しかし 134mCsが核異性体転移を起こす際

には、12.6％の確率で γ 線も放出されるため、

γ線がシンチレータ中で吸収されて光電効果を

起こすと、同じ 128 keVのピークとして現れて

計数される。この影響はシンチレータの形状や

大きさに依存するので、134mCsの放射能を正確

に求めるには、γ線が光電効果を起こして 128 

keV のピークとして観測される確率を評価す

る必要がある。そこで本研究では、134mCsから

放出された γ線が光電効果によって 128 keVの

ピークとして計数される割合をシミュレーシ

ョン計算によって評価した。 

 

2. 方法 

放射線輸送計算コード PHITS[1]を用いてシ

ミュレーション計算を行った。計算体系として

は、CsIシンチレータ（1.0×1.0×0.3 cm3）内部

に一様に分布させた γ 線源からランダムな方

向に 128 keV γ線を発生させ、シンチレータ中

での 2次電子のエネルギー損失分布を求め、γ

線発生数に対する 128 keV ピーク計数の割合

を求めた。また、求めた結果を用いて実際に熱

中性子束測定の補正を行った。 

 

3. 結果 

図 1にCsIシンチレータ中の 2次電子のエネ

ルギー損失分布を示す。この計算結果から、CsI

シンチレータ中で発生した γ 線が光電効果に

よって 128 keV のピークとして計数される割

合は 93.0％と評価した。この結果を実際の熱中

性子束測定に適用したところ、得られた熱中性

子束は過去に別の方法で測定・報告された値と

一致した。 
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Fig.1.Energy deposit of secondary electrons in 

a CsI scintillator 
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